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1. はじめに

1930年代のイギリスファシスト連盟（British Union of 
Fascists（BUF））に関する現在までの研究は，そのイデ
オロギーや組織構造の分析が中心であり，視覚的表象の検
討には追加研究の余地が残されている。本研究は，BUF
を率いたオズワルド・モーズレーのレトリック，制服，視
覚デザインを分析し，ファシズム運動における非合理主義
的な「美学」が果たした政治的動員の機能を明らかにする
ことを目的とする。

ファシズムの定義については，Nolte（1963/1965）や
Payne（1980）らによる類型化の試みを経て，本稿の理論
的 枠 組 み は， フ ァ シ ズ ム を「 再 生 的 超 国 家 主 義

（palingenetic ultranationalism）」を核とするイデオロギー
として捉えるGriffin（1993）の「ニュー・コンセンサス」
に依拠する。この枠組みは，ファシズムを単なる権威主義
やナショナリズムの亜種ではなく，既存の体制が「退廃」
したという認識に基づき，国家の全面的「再生」を目指
す，急進的かつトランスナショナルな政治運動として捉え
る視座を提供する。本稿は，この「退廃からの再生」とい
うプロセスにおいて，政策提言もさることながら，「美学」
がいかに非合理的な動員の推進力として機能したかを解明
する。このアプローチは，ベンヤミンやモッセが体系化し
た「政治の美学化」という概念を，従来あまり注目されて
こなかったイギリスの事例において再検討する試みでもあ
る。

本稿の分析は，BUFの美学が持つ二重性，すなわち「イ
ギリス固有の要素」と「トランスナショナルな要素」を明
らかにする。第一に，イギリス固有の文脈である。BUF
が用いた軍服調の制服「黒シャツ」は，19世紀末から米英
の友愛結社や宗教団体において「サブカルチャー」として
受容されていた軍服文化を，既存体制への「カウンターカ
ルチャー」の装置として再発明した点にその特異性がある。

第二に，トランスナショナルな文脈である。BUFの機
関紙Actionの分析から，同運動がモーターサイクルや航空
技術，流線型デザインといった「機械の美学」を多用して
いたことがわかる。これは，モーズレー自身が「時代の信
条」と呼んだ，国境を超えたモダニズムと技術への憧憬
を，政治的動員の非合理的な推進力として利用する戦略で
あった。

本稿は，この歴史的分析を通じて，「美学化されたイデ
オロギー」が持つ動員のメカニズムを解明する。そしてこ
の視座は，リバタリアニズム的な思潮が，同様に技術的進
歩の美学を非合理的な推進力としうる可能性を検討する上
で，重要な示唆を提供するものである。

2. 見せかけの合理と，非合理な本質

2.1 ポピュリズム的レトリックと「停滞感」の共有
オズワルド・モーズレーの政治運動は，戦間期イギリス

が直面した経済危機と政治的停滞への「回答」として提示
された。現存する彼の演説記録にも「何度も繰り返してい
る通り/もはや毎度のことではあるが（again and again）」

（British Movietone, 1931）というフレーズが繰り返しみ
られる。ここにみられる通り，モーズレーの政治活動は，
国⺠が望む断固とした行動が議会によって阻害されている
という「停滞感」を大衆と共有することから出発した。
The Greater Britain（Mosley, 1932）の中表紙に「今度ば
かりは，どうにかこの難局を切り抜けることすらできない
のだ」と記されているように，世界の勢力図が変化するな
か，この停滞感は未曾有の国家的な存立危機感として強調
された。

この停滞の元凶として，彼は既存の二大政党（保守党と
労働党）を「オールド・ギャング（The Old Gang）」と蔑
称し，「国⺠を欺き，国⺠の行動への意志を麻痺させてき
た」（Mosley, 1933, p. 92）と批判した。このポピュリズム
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的なレトリックは，単なる政権批判に留まらず，既存の議
会制⺠主主義そのものの抜本的な刷新，すなわち国家の

「合理化」の要求へと結びついていく。

2.2 合理的経済政策とケインズとの共鳴
モーズレーの初期の主張は，経済的な合理性に裏打ちさ

れていた。世界恐慌とイギリスの特権的経済地位の崩壊を
背景に，彼はケインズとも通底する介入主義的な経済政策
を提言した。モーズレーは，国際金融資本が実体経済を破
壊していると批判し，「ウォール街の国際金融...（が）何
百 万 人 も の 失 業 者 を 生 み 出 し た り す る 」（Mosley, 
1938/2012, p. 3） と 述 べ，「 科 学 的 保 護（scientific 
protection）」 や「 絶 縁（insulation）」 を 主 張 し た

（Mosley, 1932; Mosley, 1938/2012）。「イギリス産品を買
う国から，我々も買おう」（Mosley, 1932, p.135）という
スローガンのもとに，帝国圏内での経済的自給自足（アウ
タルキー）を目指したのである。

この国内需要重視の姿勢は，ケインズが1933年に「経済
的ナショナリズム」を擁護し，「物品は自国産とし，金融
は主として国内にとどめるべきである」（Keynes, 1933, p. 
181）と述べた主張と，著しい類似性を持っていた。実際，
BUFの中心的論客であるレイブン・トンプソン（1937）
は，ケインズの著作『雇用・利子および貨幣の一般理論』
を好意的に紹介し，投資の過熱や政府介入の必要性におい
て，その主張とBUFの綱領との共通点を喧伝している。

しかし，この両者の決定的な分岐点は，ケインズが既存
の政治システムの枠内での「合理化」を模索し続けたのに
対し，モーズレーは経済問題の根源を政治システムそのも
のの致命的な機能不全にあるとみなし，単なる経済政策の
提言を超えた体制変革へと傾倒していった点にある。

2.3  「第三の道」と「合理化された国家」
モーズレーの危機感には，オールド・ギャングの無能力

そのものの他に，帝国の退廃が共産主義革命の火種となり
かねないという意識が含まれていた。彼は，共産主義の暴
力革命が「人口の半分ほどが飢え死にする」破滅的な結果
を招く（Mosley, 1932, pp. 95-96）と警告し，かといって
社会主義者の漸進的な改革は「時代がダイナミックである
という厳然たる事実」（Mosley, 1932, p. 93）に対応できな
いと断じた。「マルクス主義を打ち負かすために保守主義
に頼れば，マルクス主義に打ち負かされることになる」

（Mosley, 1932, p.81）との論にも見られる通り，モーズ
レーは現状維持（オールド・ギャングによる政治）も暴力
革命（共産主義革命）も否定する「第三の道」の必要性を
訴えた。この二重の脅威に対する唯一の解決策として彼が
提唱したのが，秩序ある「コーポレート経済」であった。

この「コーポレート国家」を説くモーズレーの言説にお
い て 特 徴 的 な の が「 科 学（scientific）」「 合 理 化

（rationalise）」「機械（machine/machinery）」という語彙
によるレトリックである。彼は，停滞した経済を立て直す

ため，エリートによる計画経済的な介入を「科学的な計
画」と呼び，工業生産の効率化と同様に，政治システム自
体も「合理化された国家」へと作り変える必要があると説
いた（Mosley, 1932, p. 67）。彼が目指した「合理化された
政治」とは，すなわちコーポラティズム（職能代表制）の
導入に他ならない。地理的な選挙区ではなく職業的な利害
に基づいて選出された議会による，より専門的で「科学
的」な意思決定を遂げようとする試みである （Mosley, 
1935）。

なお，ここでいう「機械」とは，「オールド・ギャング」
に 支 配 さ れ た 非 効 率 な 旧 来 の 政 治 機 構（political 
machine）と対比される，緻密かつ合理的・効率的な機械
のように行動することができる統治機構（Machine）とい
う，美学的な理念であることに注意されたい。

2.4 合理性と軍事的美学との融合
この「合理」と「科学」を志向するロジックは，しか

し，それと表裏一体の「軍事」という非合理主義的な美学
と結びつくことで，大衆動員の性格を強めていった。モー
ズレーは「海外市場を待ち受ける鉄条網は，強力な砲撃に
よって撃ち抜くことができる」（Mosley, 1932, p.135）と
いった軍事的比喩を多用した。このレトリックは，BUFの
視覚的象徴である「黒シャツ」と不可分に結びついている。

黒シャツ着用の目的は，表向きには階級間の障壁を壊す
ことだと説明された（Mosley, 1932）。だが，そのデザイ
ンは運動の発展と共に急速に軍服調へと遷移していく。
1934年の集会では，すでにモーズレー自身が軍服調の制
帽と乗馬ズボンの軍服を着用し，党員も規格化された制服
と腕章を身につけて敬礼する様子が撮影されている（図１
参照）。

このような視覚的効果は，BUFという組織の準軍事的
なマナリズムを示している。服装にとどまらず，モーズ
レーのレトリックもまた「もし共産党員が現れれば，ファ
シスト・マシンガンを以てそれに立ち向かう」（“Sir 
Oswald Mosleyʼs Lively”, 1934, p. 14）という直接的な暴
力を示唆する内容へとエスカレートしていった。

図１　軍服調に規格化された「黒シャツ」に身を包み
モーズレーに敬礼する BUF 党員たち
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Yanus, 2022）の中で，社会規範の確認と集団帰属を可視
化する装置だったのである。

3.3 軍服のサブカルチャー（2）：キリスト教的男性性
しかし，BUFの黒シャツにより直結する系譜は，イギ

リス固有の文脈に見出される。19世紀後半のイギリスで
は，工業化に伴う都市問題への対応として，キリスト教勢
力が軍装を積極的に採用した。ウィリアム・ブースが設立
した「救世軍（Salvation Army）」は，貧困層への効率的
な支援（Soup, Soap, Salvation）のために軍隊的組織編制
と制服を導入した（Booth, 1890）。これに続いてウィルソ
ン・カーライルが設立した「教会軍（Church Army）」も
また，彼自身が軍服を率先して着用し（図４参照），制服
としてもそのスタイルが採用された。

さらに，この流れは青少年教育にも波及する。「少年旅
団（Boys’ Brigade）」は，日曜学校の出席率低下に悩ん
だウィリアム・スミスが，キリスト教的規律と軍事訓練を
融合させた組織であり，制服と模擬銃を用いた演習が導入
された（Birch, 1965）（図５参照）。

これらの活動の思想的背景には，同時代に育まれた「キ
リスト教的男性性（Christian Manliness）」という理想像
があった。これは，クリミア戦争の英雄の「殉教」がメ
ディアを通じて理想化されたことで形成された。例えば，
ヘドリー・ヴィッカース大尉の戦死を描いた伝記は，福音

このように，モーズレーの大衆への訴求力は，ケインズ
とも比較しうる合理的な政策提言と，軍服と暴力的なレト
リックが一体となった非合理的な美学の提示とを往復する
ことで構築されていた。彼の提示した「合理化された機械

（国家）」というビジョンは，実際には，黒シャツという非
合理的な美学によって大衆の情動を動員することによって
はじめて完成するものであった。

3. 制服のカウンターカルチャー的再発明

3.1 禁じられた制服への執着
モーズレーが黒シャツに固執したことは，1936年の治安

維持法（Public Order Act）制定後の彼の行動からも明ら
かである。同法が政治的制服を禁じると，BUFは公的には
着用の取り止めを余儀なくされた一方，モーズレーは表向
きあくまで「新聞販売のための制服」であるという論理
で，簡素化された「制服」の着用を続けた（“Sir O. Mosley 
sells”, 1937, p. 2）。この執着は，制服がBUFの内外に向け
た宣伝ツールの最たるものであったことを示している。

BUFによる制服の採用は，必ずしも制服というカル
チャーそのものを開拓する行為だったとは言えない。
BUF以前の19世紀末から20世紀初頭の米英社会におい
て，軍服調の制服はすでに広く受容された「サブカル
チャー」であった。

3.2 軍服のサブカルチャー（1）：アメリカの友愛結社
BUFに先行するサブカルチャーとしての軍服文化に共通

するのは，軍服が本来持つ暴力性を捨象し，社会秩序に順
応・適応するための文化装置として機能していた点である。

アメリカでは，南北戦争後の「友愛の黄金時代」におい
て，爆発的に増加したさまざまな友愛結社が軍装を採用し
た（Meyer, 1901）。例えば，1864年設立の「ピュティアス
騎士団」は，古代ヨーロッパ的な儀礼を持つ一方で，服装
の統一にあたっては近代的な軍服様式を積極的に導入した

（Carnahan, 1888）。同団体の「制服階級」の統括者カーナ
ハンは，「少将」の軍装でサーベルを構えた自身の肖像

（図２参照）を著作の巻頭に掲げている。
ま た，「 モ ダ ン・ ウ ッ ド メ ン・ オ ブ・ ア メ リ カ

（MWA）」は，北米入植・開拓時代の木こりを象徴する
「斧」をレガリアとしたが，近代軍服を身にまとい，儀
礼・集会においては斧を小銃に見立て，軍隊式の「執銃時
の敬礼」を行っていた（図３参照）。

これらの団体は，パレードなどを通じて「兵士として振
る舞うこと」の魅力を一般市民に示し，軍服は社会的上昇
の擬似体験や社会変動への集団心理的対応の装置として機
能した。アメリカ陸軍の士官は，この魅力的な力が「わず
か3年で，点在する少数の訓練部隊が2万以上の剣を持つ軍
団へと変貌を遂げ」させたと，その大衆訴求力の高さを証
言している（Thompson, 1888, p. 451）。軍服着用という行
為 は， 急 速 な 都 市 化 や 移 民 の 増 加（Chamberlain & 

図２　軍装のカーナハン「少将」の肖像

図３　葬列で斧を掲げる MWA の会員たち
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めはじめたのも，この文脈においてである。
BUFはこの文脈を逆転させた。モーズレーは，社会適

応的（サブカルチャー）であった軍服を，軍服が持つ求心
力を逆手に取り，既存体制に敵対する「カウンターカル
チャー」の装置として再発明したのである（Coupland, 
2004）。黒シャツは，フロックコートやシルクハットに象
徴される「オールド・ギャング」の政治家たちへの明確な
視覚的アンチテーゼであった。

この戦略は，ヴィクトリア朝時代からの「⺠族の退廃」
への不安とも呼応した。BUFの機関紙Actionは，「男性性
の復活」と題した表紙（図６参照）で，兵士や体操する若
者たちの肉体と並置するように，円盤投げという古代的な
身体モデルを提示し，制服が担う「退廃からの再生」とい
うGriffin（1993）のいう「再生的」な役割とその男性的身
体性を暗示させた。

 

とりわけ重要なのは，準男爵という貴族階級出身のモー
ズレー自身が軍服を纏ったことである。イギリスにおいて
軍 服 と 戦 闘 は 伝 統 的 に 貴 族 の 特 権 的 営 み で あ っ た

（Yamada, 1994）。その貴族である彼が軍服を着ること
は，「内部から貴族制の解体を志向する」という自己破壊
的なイメージを演出し，彼をカリスマ的指導者として際立
たせた。BUFの「劇場的」とも評された党大会は，旧社
会へのカウンターという理念のもとに連帯した⺠衆の上
に，エリートと⺠衆の境界を踏み越えたモーズレーが君臨
するという図式そのものであった。こうして黒シャツとそ
れによって維持される強い男性性は，イギリス固有の階級
意識と時代の不安感を背景に，言葉を超えた訴求力を生み
出す戦略的な文化装置となったのである。

4. 機械の美と国家を超えた「時代の信条」

4.1 トランスナショナルな視覚言語：ロゴ，光，歯車
BUFが利用した美学は，黒シャツというイギリス固有

の文脈に留まらない。モーズレーが追求した「モダン」の
精神は，国境を超えた同時代的な美学，すなわち技術への

主義的信仰と軍務の調和的実践を描き，出版後1年で7万部
を売り上げるベストセラーとなった（Broughton, 2015）。
また，チャールズ・ゴードン将軍のハルトゥームでの戦死
は，彼を「善良なキリスト教徒」「優秀な軍人」「忠実な帝
国臣⺠」という三位一体の殉教者として神格化した

（Laffer, 2010）。Adonis（1965）が指摘するように，「兵士
はよきキリスト教徒たりえる」という認識の支持要因とな
り，軍装はキリスト教的な社会福祉と宗教的実践のシンボ
ルとしてイギリス社会に定着していった。

3.4  「退廃への不安」と「男性性の復活」
この軍装受容の背景には，ヴィクトリア朝後期からイギ

リス社会に蔓延していた「⺠族の退廃」への広範な危機意
識があった。ボーア戦争（1899-1902）では，都市部の志
願兵の多くが虚弱さを理由に不適格となり，ボーイスカウ
トの創設者となるベーデン＝パウエルが「我々の人種の退
廃」（Baden-Powell, 1915, p. 177）と嘆くなど，国家の将
来的な機能不全への懸念が広がっていた（Tanaka, 1995）。

また，1895年のオスカー・ワイルドの逮捕は，単なるス
キャンダルを超え，「女々しい」都会的ダンディズムへの
道徳的パニックを引き起こし，帝国の存続に関わる「男ら
しさ」の危機として認識された（Kaplan, 2004）。パブ
リック・スクールが「女々しい」知的活動への対抗軸とし
て，スポーツを通じた「キリスト教的男性性」の涵養に努

図４　軍服とメダルを着用するウィルソン・カーライル

図５　制服を纏う南ロンドン少年旅団の少年たち

図６　表題「男性性への回帰」のコラージュ写真
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たActionの挿絵（図10参照）は，BUFの非合理的な美学要
素を凝縮したものだと言えるだろう。

 
4.2 技術への憧憬：機械と身体との融合

イギリスファシズムにおいて，無機的な「機械」と有機
的かつ男性的な「身体」と融合する。その構図は，現実の
事象と呼応し，またBUFおよびモーズレーの政治活動へ
と回帰する。

「機械と融合する」という，現代からすれば特異な身体
性を示す一例として，BUFのモータースポーツへの視線
が挙げられる。Actionのスポーツ欄には，「観客ではなく，
プレイヤーになれ」というスローガンのもと，ボクシング
や柔術といった格闘技による身体の陶冶を推奨すると同時
に，モータースポーツを「ファシズムの原則」に基づくも
のとして取り上げた（Dundas, 1936, p. 15）。マン島TT
レースに象徴されるように，ライダーと機械が一体となる
モーターサイクル文化（Blankenship, 2013）が，ファシ
ズムの理想とした「人間と機械との結びつき」による身体
性と効率性の結合を体現していたからに他ならない。疾走
する機械と一体化する情動的経験（affective experience）
は，言語化し得ぬ非合理的な高揚感を提供したのである。

技術への憧憬は，航空機において頂点に達した。1930年
代，大恐慌下の人々に希望を与えたのは，目覚ましい進歩
を 遂 げ る 航 空 技 術 で あ っ た（SFO Museum, 2019）。
Actionにも「管制塔の下に（Under the Control Tower）」
という専門欄が設けられ，新型航空機のお披露目（"The 
jumping giro", 1936）から⺠間航空路の拡大（"Air lines 
in", 1937）に至るまで，さまざまな航空関連のニュースが
ほぼ毎号掲載された。

そうした人々の航空機への熱情は，航空機というトピッ
クそのものから乖離し，やがてその形状，すなわち流線型
が航空機のような未来的・機械的なものの象徴として迎え
られるようになる。航空機が生み出した工学的な「流線
型」の美学は，ノーマン・ベル・ゲデスやレイモンド・ロー
ウィをはじめとするアメリカのデザイナー達によって，本来
その形状を必要としない自動車（図11参照）や鉄道，家
電製品（図11参照）にまでことごとく適用されていった。

ゲデスは，航空機の美しさを「そのオブジェクトの目的

憧憬と強く結びついていた。
その象徴が，党のロゴ「フラッシュ・アンド・サークル」

である（図７参照）。モーズレーはこれを「結束（円）の中
の行動（稲妻）」（Mosley, 1936/2006, p. 8）と説明した。
世襲的権威を象徴するイギリスの伝統的な紋章（Honda, 
1999）とは対照的に，このロゴは直感的・直線的であり，
意図的に「モダン」なシンボルとして設計されている。

 

この「モダン」の志向は，Actionのグラフィックデザイ
ンにも顕著である。同誌紙面上にみられるさまざまなモ
チーフは，政治的立場や国境を超えて共有されていたアー
ル・デコ様式に強い影響を受けたものであると見られる。
そのようなモチーフは，例えば1933年のシカゴ万国博覧
会（図８参照）と，BUF幹部のレイブン・トンプソンが
出版したThe Coming Corporate Stateの表紙（図９参照）
に見られる放射線状の直線的な光や直線的な建造物などの
点に共通点が認められる。

ほかにもActionでは，込み入った曲線の多い伝統的な街
並みの闇夜を照らす直線的なサーチライトの挿絵や，機械
のシンボルとしての歯車の挿絵など，直線的，機械的，産
業的なグラフィック表現が用いられている。根源を辿れ
ば，これらは同時代のマーガレット・バーク＝ホワイトの
工業写真や，チャップリンの『モダン・タイムス』に登場
する巨大歯車とも共通する，機械文明の象徴的表現であっ
た。しかし，そうしたモチーフが，先述の通り，たびたび
強い男性性を備えた人物とともに描かれるという点に特異
性が見られる。直線的なタッチ，歯車，ファスケスとロー
マ式敬礼，そして機械と融合する裸体の男性像を描き入れ

図７　BUF シンボル “Flash and Circle”

図８（左）：「センチュリー・オブ・プログレス」1933 年
シカゴ万国博覧会のシーズンチケット

図９（右）： The Coming Corporate State の表紙

図 10　機械のハンドルを握る裸体の男性の挿絵
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戦間期に航空技術が果たした役割と同様に，現代では
AIや航空宇宙技術の指数関数的な発展が，新たな思想的
潮流の非合理的な推進力となっている。その代表が，シリ
コンバレーの起業家精神を基盤とする「新反動主義（neo-
reactionism）」 や「 加 速 主 義（accelerationism）」 で あ
り，これらは総じて「暗黒啓蒙（dark enlightenment）」
と呼ばれる。

これらの思潮は，集権的な20世紀型ファシズムとは対極
的に，一般的にはリバタリアニズム（自由至上主義）を志
向する傾向がある。BUFが「オールド・ギャング」から
の国家権力の奪取を目指したのに対し，暗黒啓蒙が共有す
るのが「〈声〉よりも〈出口〉」（Land, 2012/2020）と呼ば
れる思想である。すなわち，既存の国家の枠内で改革を進
め，異議を申し立てる（〈声〉をあげる）のではなく，そ
のシステム自体から離脱し（〈出口〉），新たな統治形態を
模索すべきだ，という意味である。

この思想の背景には，ピーター・ティール（Thiel, 
2007）が9.11事件を契機に発表した，啓蒙主義的な合理的
人間観（homo economicus）の限界についての論が存在す
る。彼によると，リバタリアンである彼らにとって，現代
の世界および国家体制では，もはや自由と⺠主主義の両立
は困難である。そしてその解決策は，改革という枠を遥か
に超えた国家の「合理化」にある。カーティス・ヤーヴィ
ン（Moldbug, 2007）は，国家を企業になぞらえ，また統
治者と被統治者を株主と役員になぞらえる「新官房国家

（neocameralist state）」を構想した。BUFの超国家主義が
既存国家の「再生」を目指した（Griffin, 1993）のに対
し，暗黒啓蒙は土地や⺠族に紐付いた国家を，もはや超克
すべき対象としてすら認識しない。BUFの黒シャツが特
定の「イギリス的」文脈（階級，貴族制）を踏まえてナ
ショナリズムを力の源泉としたのに対し，暗黒啓蒙の美学
は，むしろ特定の国⺠性に根差さず，グローバルなテッ
ク・エリートの行動規範を敷衍するためのツールとして国
家という枠組みを捉えようとする。

このように政治的立場は対極にありながら，両者は「美
学の利用」という一点で構造を共有しうる。ニック・ラン
ドらが体系化した加速主義の根底には，「実現し得たはず
のもう一つの『近代』＝『未来』を取り戻す」（Kizawa, 
2019）という「未来へのノスタルジー」が存在する。
ティールが指摘したように，人々は「未来的であった過
去」（『宇宙家族ジェットソン』や『スタートレック』と
いった1960年代のSF作品が描いた世界）へと戻りたいと
いうレトロフューチャーの美学を持っている（Dowd, 
2017）。そして，そうした未来的なライフスタイルが現代
の加速度的な技術発展によってリアリティを帯びるなか，
それを真に実現するためには，国家の利益と相反する巨大
国際IT企業の行動規範によって成し遂げられるというも
のである。

1930年代の「機械の美学」がそうであったように，現代
の「技術の美学」（AI，宇宙開発，トランスヒューマニズ

に最も適した形態」であると述べ（Geddes, 1932, p. 20），
機能性を超えた「未来への推進力」を象徴する「ストリー
ムライン・モデルヌ」が世界的に受容された。

このようなデザイン思想は，単なる意匠の問題ではな
かった。それは「アメリカ国⺠の精神を合理化する」とい
うエリート的な道徳的規範意識（Maffei, 2009）に裏打ち
されていた。そして，この思想は，エンジニア的エリート
が国家を工学的に「チューニング」すべきと説いたアメリ
カのテクノクラシー運動（Miyamoto, 2002）と強く呼応
している。政治機構（political machine）を，効率的な機
械（Machine）へと作り変えるというこの思想は，モーズ
レーの「合理化された国家」という政治論理と，国境を超
えて正確に重なり合う。

モーズレーは，ファシズムを「イギリスの国⺠性に合致
した，イギリス的な方法によって，我々の時代の信条をイ
ギリスにもたらそうとする」運動（Mosley, 1936/2006, p. 
14）と定義した。彼にとって，イギリス的ファシズムの土
台となるべき「時代の信条」とは，国境を超えて共有され
たこの「モダニズム」と「機械の美学」に他ならなかった
のである。

5. 結論：イデオロギーの美学化の現代的意味

本研究は，BUFの美学が持つ二重性，すなわち「イギ
リス固有の要素」と「トランスナショナルな要素」を明ら
かにした。第一に，モーズレーは，イギリスの階級意識や

「男性性の危機」という固有の文脈を背景に，既存の「サ
ブカルチャー」であった軍服を「カウンターカルチャー」
の装置として再発明した。第二に，彼は，航空機や機械と
いった「モダニズムの美学」を，国境を超えた「時代の信
条」として受容し，非合理的な動員の推進力とした。

1930年代のBUFの事例は，トランスナショナルな「合
理」と「科学」の美学，および大衆の間に広がっていた技
術への信頼と憧憬が，論理を超えた推進力として活用され
た様相を明確に示している。本研究の知見が示唆するの
は，この「美学がイデオロギーに付加する大衆動員の力」
というメカニズムの幅広い応用可能性である。

図 11　ルレル・ギルドによるエレクトロラックス社の
掃除機の流線形デザイン
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